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資料および個人別成果 
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【平成１８年度購入・寄贈資料】 

植物  
田中光彦コレクション 2006（維管束植物）25 点 

昆虫 
 鉢伏高原産ガ類（永瀬コレクション）18 点 
カミキリ類（小田コレクション）9200 点 
ホソヒメカタゾウ（吉田コレクション）3 点 
グミチョッキリ（岸コレクション）1 点 
ヒラズゲンセイ（青木コレクション）1 点 
ゴホンダイコク（丹野コレクション）1 点 
ミツコブヘンマコガネ（高橋コレクション）6 点 
和田コレクション 2006（タテハチョウ科）35 点 

化石 
 新生代貝類（伊藤コレクション）30 点 
三葉虫（エルラシア）（斎藤コレクション）2 点 
三葉虫（コウモリ石）（小川コレクション）1 点 
鎖サンゴ（鈴木コレクション）2 点 
テンタキュルス 1 点 ペロノプシス 1 点 
スティグマリア 1 点 フィログラプヌス 1 点 
クリプトゴレウス 1 点 リンギュラ 1 点 
アンフィグラプタス 1 点 アーケオプテリス 1 点 
ケイチョウフィルム 1 点 ホロシスティス 1 点 
ウニ化石 1 点  フフェオロニテス 1 点 
ユカリプトゥクリヌム 1 点 層孔虫化石 1 点 
スキフォクリニテス 1 点 ペコプテリス 1 点 
レプトダス 1 点  ウミユリ化石 1 点 
古生代化石標本セット 2 点 昆虫化石レプリカ 1 点 
クサリサンゴ 1 点  巻き貝化石 1 点 
活遊性ウミユリ化石 1 点 ハチノスサンゴ化石 1 点 
腕足類化石 1 点 

環境 
 六甲山絵葉書と神戸市談会会報（森地コレクション）4 点 

 

○主な寄贈資料 

［化石］ 
 神戸層群産植物化石 4,627 点（堀冶三郎氏） 
 神戸層群産植物化石 2,656 点（高岡得太郎氏） 
 日本産中生代貝類化石 890 点（市川浩一郎氏） 
 高知県唐ノ浜層群産鮮新世化石 251 点(仙頭鷹雄氏) 
 備北・勝田層群産中新世生化石 187 点(岸本眞五氏) 
 岩手県一関地域産中新世貝類化石 80 点(林広樹氏) 
 長野県富草層群産中新世貝類化石 49 点(小関正嗣氏) 
［地質・岩石・鉱物］ 
 生野鉱山鉱石 7 点（ シルバー生野） 
［動物］ 
 貝類標本 10,000 点（菊池典男氏） 
 鳥類標本 87 点（中田富士雄氏） 
 鳥類標本 620 点（西堀静江氏） 
 鳥類標本 130 点（柴田嘉三氏） 
 鳥類標本  15,442 点（小林登美子氏） 
［昆虫］ 
 ハエ類等標本  10,300 点（田中梓氏） 
 チョウ類等標本 14,000 点（柴田篤弘氏） 
 チョウ類等標本 5,700 点（山本廣一氏） 
 チョウ類他標本 11,000 点（小林登美子氏） 
 カリバチ類タイプ標本 367 点（常木三澄子氏） 
 ハバチ類標本  14,000 点（猪股光子氏） 
 ゴミムシ類標本 5,700 点（大倉孝子氏） 
［植物］ 
 蘚苔・地衣類標本 25,000 点（中西田鶴子氏） 
 シダ類標本    4,000 点（稲田政子氏） 
 高等植物標本      20,000 点（細見末雄氏） 

博物館概要等に関連する資料 

○主な購入資料 

［化石］オフサルモサウルス・ドイツ・メッスル産化石一式、ポプロフォネウス・アマリカマストドン全身骨格・ヒプセロサウルス卵化

石・ユーステノプテロン・ケニア産人類・哺乳類化石レプリカ一式［地質・岩石・鉱物］・兵庫県産鉱物・石鉄隕石・隕鉄［動物］オオヒ

クイドリ剥製・鳥類剥製・甲殻類剥製・軟体動物含浸標本・貝類含浸標本・鳥類生態写真・魚類生態写真［昆虫］・タマバエ科他標本 （マ

マエフコレクション 8,500 点）・ノミ・チョウ類標本 （阪口コレクション 50,000 点）・チョウ類標本 （宮脇コレクション 6,060 点） 
・チョウ類標本（台湾・中国産 1,300 点）・チョウ・甲虫類標本（江田コレクション 272,600 点）・シロチョウ科標本（熊谷コレクション

2,581 点）・フタオチョウ類標本（佐藤コレクション 1,766 点）・甲虫類標本（泉コレクション 2,400 点）・甲虫類標本（高橋コレクション

7,248 点）・ハナムグリ類標本（億田コレクション 3,000 点）［植物］兵庫県産木材樹幹・外国産木材樹幹・屋久杉輪切り（年輪）標本・

種子標本（種子コレクション）・特殊材 ［映像資料］兵庫の自然シリーズビデオ本・生物系ビデオ本・地球大紀行再編集ビデオ本 
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○情報システム 

 
当館は、従来の自然史博物館の機能に加えていくつかの新しい考え方を持っている。その中で重要な考え方の一つは、

利用者に対する自然科学に関しての情報発信基地としての機能である。 
この機能を実現するためには、博物館自体が自然環境情報を収集・管理し、そうした情報を効果的に活用して館内

外へ情報の提供を行える体制づくりが必要である。そのため、博物館情報システムを利用して、博物館の利用者に対

して博物館の持つ情報と機能の提供を行う。 
なお、博物館の情報システムは以下の７つのサブシステムで構成されている。 

 
1)システム構成 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

① 収蔵品管理システム ～ひとはくデータベース～ 
100 万点を超える収蔵品を管理するシステムで、収蔵品データベース、マルチメディアデータベー

ス、資料データベースの３つのデータベースから成り立ち、これらをあわせて、「ひとはくデータベー

ス」と呼んでいる。 
 博物館の収蔵品（標本の管理単位）の属性データ及び静止画像・音・動画等のデータや収蔵品以外

の各種画像や資料データをデータベース上で管理するシステムである。データベースへの登録や検索

は、館員の端末から Web ブラウザを利用して行う。 

② 展示情報システム  
 博物館で保有する豊富な情報を一般来館者が興味を抱くような形で提供することを目的とするシス

テムである。 
 ひとはくデータベースと連携し、文字情報だけでなく、静止画像、音、動画など、データベースに

蓄えられているさまざまな情報を有機的に組み合わせるマルチメディアリンク機能を有し、館内各所

に設置した情報端末に表示するものである。 
 なお、情報端末に掲出する情報は職員や研究員の各端末からＷｅｂブラウザで操作でき、展示情報

の更新のスピードアップを実現している。 

③ 普及広報システム 
 平成８年６月２５日に館内に独自サーバを設置し、インターネット発信を開始した。現在の発信内

容は、博物館の紹介・交通案内・展示解説・イベント情報などの基本情報の提供に加え、仮想的に館

内を自由に観覧体験できるバーチャルミュージアムも楽しむことができる。 
 遠隔授業は、インターネット回線や電話回線を利用した会議機能を活用して、主体的な学びや自然

体験の創出、専門家との交流を目的に平成 12 年度から実施している。 

④ 地理情報システム（ＧＩＳ） 
 収蔵品、画像等のデータを地図上に投影することで、自然の理解、自然環境調査や研究成果の発信

及び環境教育を促進するための優れたツールである。 
 博物館の展示システム、資料データベース、ホームページと連携して利用でき、各種自然環境情報

が閲覧可能なマップサーバとして機能している。 

⑤ 研究支援システム 
 館内ＬＡＮを利用して、各種データの解析、映像編集、作図等が行えるようになっている。顕微鏡

の精細な映像や化石のクリーング映像などをモニター等により来館者に提供する等、研究内容の効果

的な発表や来館者の理解度の向上に役立てている。 

⑥ 運営支援システム 
 各種イベント、セミナー受講受付、団体受付に関し、館員の端末からＷｅｂブラウザを利用して、

情報を一元的に把握できる館内情報表示システムを構築している。 
 このシステムにより、情報の共有化・統一化が可能となり、確認作業等が短時間で確実に行われ、

来館者へのサービスが向上するとともに、事務の効率化、省力化が図られている。 

⑦ 図書文献管理システム 
 博物館の図書室、レファレンス図書、研究室等で所蔵する 10 万点を超える図書・文献等を管理す

るシステム。館内の端末から利用できるほか、レファレンス図書については、インターネットからも

利用できる。 
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1) システム構成 

 

高速ＬＡＮ
(1000Mbps)

ひとはくサロン
(４階情報端末16台)

ルータルータ

インターネットインターネット

計算機室計算機室

ビデオプロジェクタ

研究室／収蔵庫

M OM O

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ

デジタルカメラ

CDーR

(Max55Mbps)

(1000Mbps)

１～３階展示
(情報ボックス17台)
１～３階展示
(情報ボックス17台)

カラーレーザプリンタ研究部研究部

各課／事業室／他各課／事業室／他

MO

[館内向け]
・ひとはくDBサーバ
・ひとはくDBサーチサーバ
・GISサーバ
・図書文献管理サーバ
・PDCサーバ
・グループウェアサーバ
・展示情報サーバ

FireWall

Gigabit Network

ブレードサーバ
1Uサーバ

VPN装置ウイルスcheck

[インターネット向け]
・DNS/メール中継サーバ
・WEBリバース
・WEBサーバ本体

サーバラック化
・FireWall
・統合ウイルスcheck
・館内不特定端末用
VPN装置

大型カラープリンタ

モノクロレーザプリンタ
(コピー装置)

カラースキャナ

端末室／前室端末室／前室

デジタルカメラ

フィルムレコーダ

フィルムスキャナ

AV機器
動画作成
装置

(100Mbps)

デジタイザ

DVD-writerDVD-writer

DVD-writerDVD-writer

DVD-writerDVD-writer

カラーレーザプリンタ

各セミナ室／アースシアタ

(1000Mbps)
(赤外線LAN) ・

・

実験セミナ室

顕微鏡カメラ

カラーレーザプリンタ

ネットワーク
セグメント分割

＊ サーバ１１台、クライアントパソコン８８台、プリンタ等１３台
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○博物館協議会委員名簿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区　　分 役　　　　　　職 氏　　　名

学校教育関係者 三田市立高平小学校長 吉　田　礼　子

〃 神戸市立岩岡中学校長 館　　　　　　章

〃 県立洲本高等学校長 髙　坂　　　健

社会教育関係者 県立歴史博物館長 端　　　信　行

〃
兵庫県社会教育委員
（神戸親和女子大学教授・同大学院教授）

寺　見　陽　子

〃
兵庫県社会教育委員専門部会専門委員
（ライフデザイン研究所ＦＬＡＰ代表）

岩　木　啓　子

学識経験者 大阪市立自然史博物館長 山　西　良　平

〃
ＮＰＯ法人コミュニティーサポートセンター神戸
理事長

中　村　順　子

〃 ＪＴ生命誌研究館館長 中　村　桂　子

〃 兵庫県立大学副学長 鈴　木　　　胖

〃 三田市長 岡　田　義　弘

〃 阪南大学教授 貴多野乃武次

〃
辻本智子デザイン研究所代表取締役
淡路夢舞台温室プロデューサー

辻　本　智　子

公募委員 小　西　真　弓

公募委員 朝　日　真　澄


